










































































































































































中里村 �5h5x��5h5x885�7��タケ～タケヤスミ �7H6���7H6�8H5�7��ニワ～二ワヤスミ 
シジオキ �5 5�4�4ﾂ�フナオキ ? 8 4�4ﾂ�




前嘩市 �988�7�92�ニミン �7H6��二ワ 
シヨミンオキ �6ｨ7�984�4ﾂ�フナオキ ?�8�4�4ﾂ�
昭和村 �486�7�92�ニミン �5H987�92�二ワ 
イチミンオキ �6ｨ7�984�4ﾂ�サンミンオキ �?�8�4�4ﾂ�


































ズーの他には､ (香) (繭)(秦)(飼育)をあらわす語に限られて比倫表現に用いられる｡それらが､ (人)
(人の生き方) (人の育て方)(農産物)をあらわす｡養蚕を営む人びとが､その作業を｢子育て｣｢野菜類の
栽培｣と重ねあわせてとらえている結果やある｡
フランス語でも､ Ⅴallon pont d'arC(南仏地方)において､ Quell pebrine! ｢なんと最悪なJ ｣という
比愉表現がある｡直訳すると､ ｢なんという微粒子病! (Quell :なんという/pebrine :微粒子病)｣で
ある｡ (最悪の事態)すなわち､ (自動車の事故があったこと)(悪い性質の男にだまされたこと)(パスポー
トをなくしたこと)(鍵をなくしたこと)(試験に落第したこと)などに対して用いられる｡(蛋)の病気を
表す語が､ (最悪の事態)をあらわす比倫表現となっている｡ pebrine(微粒子病)は､ヨーロッパの養蚕
を壊滅に追いやった蚕に特有の病気であり､きわめて恐ろしいものとして認識されている.それをあら
わす語が､ (最悪の事態)を経験す右当事者に選択されたとき､なんともしがたい心を表出しているとい
える｡
また､ ②では群馬県藤岡市方言の比倫表現について類型化をおこなった｡養蚕語嚢は､本来､養蚕世
界を概念化するために造語されたものである｡それを比愉表現として用いることは､養蚕を営む人びと
にとっては経済的かつ効果的な方法である｡養蚕世界が身体化されている人びとの､ごく自然な言語活
動であることを指摘した｡養蚕世界と日常世界の重ね合わせがおこなわれる比倫性の強い型と､養蚕世
界と日常世界が隣り合っていることによってなる比愉性の弱い型に類型化した｡比倫性の強い型はいわ
ゆる隠職によっているものであるが､比倫性の弱い型とはたとえばつぎのような用法である｡
O A:ショーガワ　バンシューダヨネ｡ダカラ　チット　ハヤカンベネ一｡
(生妻は晩秋蚕の9月ころだよね｡だから少し早いだろう)
B :ソーダンベネ一｡(そうだろうね)
バンシューによって､｢秋蚕の次の飼育期｣､すなわち｢9月1日頃から1ケ月｣をあらわしている｡具
体的には､ ｢生妻を収穫する時期｣をあらわす｡ここでは､見立てがおこなわれていない｡その点で比倫
性は弱いとした｡しかし､日常世界のさまざまな活動を､養蚕世界を基準にして把握していることを示
していることから､比倫表現の一種としてとらえた｡人びとの記憶は養蚕世界が基準となっており､本
来は養蚕世界を認識するための養蚕語桑が､日常世界を整理して合理的に記憶するという役割を担って
いるということがわかった｡
4.今後の課題
養蚕語嚢の記述と考察をおこなうなかで､研究の全体をとおしてみえてきた課題を述べる｡
本研究では､文化言語学的研究を標梼し､養蚕語嚢の記述と考察につとめてきた｡記述をおこなうと
はいったものの､その実践は困難をともなうものであった｡養蚕語嚢の何をどのように記せば記述した
ことになるのか｡根本的なこの間は､論を展開してくるなかで常につきまとった｡
養蚕語嚢は､それらを構成する一語一語が語形と意味をもっている｡一語一語は､語のつくりや発想
法もそなえている｡一語一語の間には関係性も認められる｡そのほかに､実際にはどのような場面で､
どのような文の中で､人びとのどのような感情をになって用いられるのかということもすべて背負って
いる｡
そのような多岐にわたる属性をもっている対象を前にして記述をせまられたとき､より効果的な方法
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が要求される｡本研究では､記述方言学的な方法と､語桑論の方法をとった｡そのことによって､養蚕
語嚢の地域性と､養蚕語義による概念化と構造化のありようを記述してきた｡
しか~し､記述方言学的な方法をとってはいるものの､養蚕語桑の百科事典的な記述は残されたままで
ある｡本研究に続けて､ ｢養蚕語嚢辞典｣の構想を新たにたてる必要がある｡消滅の危機に瀕した養蚕語
桑の､完全なる保存をめざすのであれば､一語一語の意味や用法についてそこにこめられた人びとの感
情も含めて徹底的な記述をおこなうスミきである｡そのような百科事典的な記述があってはじめて､本研
究でおこなった養蚕語嚢の比倫表現の考察も生きてくると考える｡比倫表現で取りあげた養蚕語嚢につ
いては､その考察をおこなうために百科事典的な記述を試みたが､そのほかの一語一語についても同様
の記述をおこなうべきであると考える｡
今すでに養蚕語桑の調査は遅さに失した感はまぬがれず､本研究の考察の中でも述べたとおりである
が､百科事典的な記述のための再調査は早急に着手しなければならない｡その調査と記述をおこなうこ
と.によってはじめて､後世に伝えたい､伝えなければならない養蚕文化の記述がなされることになるで
あろう｡本研究が､養蚕語柔め文化言語学的研究としてあり方の一方向性を示したものであるとするな
らば､これを土台とした｢養蚕語嚢辞典｣の構想をたて記述を完成しえたとき､真の意味で文化言語学的
研究としての責めを果たすことができたといえる｡
論文審査結果の要旨
本論文は､日本でもっとも養蚕の盛んであった群馬県を中心に､養蚕語嚢の造語法と語嚢体系を記述
し､養蚕語桑による比倫表現について論じることで､養蚕世界がいかに概念化され､どのようにことば
に反映されているのかを､文化言語学の立場から解明しようとするものである｡本研究の構成は､最初
に｢序　本研究の構成｣を置き､続けて本論にあたる第1部｢目的と方法｣､第2部｢養蚕語嚢の概観｣､第
3部｢養蚕語桑の造語法と語桑体系｣､第4部｢養蚕語嚢の比倫表現｣の計4つの部を展開する｡そして､
末尾に｢結び　本研究のまとめと今後の課題｣を配置する｡
第1部｢目的と方法｣では､本論文の目的が､消滅の危機に瀕した養蚕語嚢の記録を行うことで､その
造語法･語嚢体系､比倫表現のあり方と意味について研究することにあることを述べ､その方法として､
群馬県の12地域を中心に､埼玉県秩父市､島根県鹿足郡日原町などで行った自然談話の採取や聞き取り
調査の結果を用いることを解説する｡
第2部｢養蚕語嚢の概観｣では､論述の前提として､養蚕語桑の全体像を広く概観し､かつ､養蚕世界
の中心に存在する｢蚕｣ ｢桑｣ ｢繭｣を表す語について､日本語方言における分布と群馬県方言の特徴を明
らかにする｡さらに､それらを表す代表的な語形､すなわちカイコ(蛋)､クワ(秦)､マユ(繭)の史的な
変遷についてその概略を記述する｡
第3部｢養蚕語桑の造語法と語嚢体系｣では､対象を｢飼育期別蚕の語嚢｣ ｢場所の語嚢｣｢蚕の活動の語
嚢｣の3分野にしぼり､詳細な記述を行う｡まず､｢飼育期別蚕の語桑｣は4つの構成パターンに分類され､
養蚕技術の発展とともに飼育期別に語桑体系が発展してきたことを明らかにする｡次に､ ｢場所の語嚢｣
は養蚕での働きにしたがって体系をなす一方で､住空間や他の生業空間を表す語嚢とも関係を結んでい
ることを明らかにする｡さらに､｢蚕の活動の語嚢｣では､特に(休眠)(脱皮)を表す語嚢の体系を記述し､
伝承系と回数系の二系列の造語のあり方を明らかにする｡
第4部｢養蚕語桑の比倫表現｣では､養蚕語嚢を用いた比倫表現の発想や方法を分析し､本来は養蚕世
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界を認識するための専門語嚢である養蚕語桑が､日常世界を整理して合理的に記憶するという役割を
担っていることを解明する｡
共通語化が進む今日､方言語嚢の記述は緊急の課題であるが､本論文は群馬県を中心とした長年の
フィールドワークに基づき､養蚕語桑の詳細な記述を行う｡その成果は､養蚕語嚢を後世に伝える良質
な記録としての価値をもつ｡また､比倫表現を視野に入れることで､養蚕語桑使用者の発想法にも迫る
点は､方言語嚢研究のひとつの方向を示すものとして非常にユニークである｡本論文の成果が今後の養
蚕語嚢研究の基盤となるとともに､方言語嚢研究の発展に寄与することはまちがいない｡
よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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